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コミュニティだより

神 保



神保地区誕生80周年事業について
　神保地区は、1942年（昭和17年）6月20日に、当時の千里村と富川村が合併して神保村が誕生したことを始まりと
して、本年、神保地区誕生80周年の記念の年を迎えました。神保地区自治振興会と神保地区ふるさとづくり推進協議
会では、令和4年度を「神保誕生80周年の年」とし、『神保80周年記念事業実行委員会』を発足し、記念事業を企画運
営しているところです。
　この事業には神保地区社会福祉協議会にも協賛いただいております。
　神保地区の全ての皆様と共に、先人の方々のご苦労ご尽力に感謝し、神保の良さを子供達に伝え未来へつなぐことを
本事業の目標とし、事業統一テーマを「沢山の好き、つなぐバトン。」としました。地域住民の皆様の記憶に残る 80周
年になるよう努めてまいります。ご理解ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

神保誕生80周年記念事業紹介

　記念誌制作の為、80代、90代の神保地区住民の方々にアンケート
を行いました。神保村が誕生した 80年前の様子やこれまでの思い出
などを教えていただきました。
　この内容は、神保誕生80周年記念誌に掲載するとともに、神保紹
介動画にまとめて記念事業の中で上映する予定です。

先人に感謝　　記念誌制作事業

奥村真寿夫さんと浅野自治振興会長

　神保の良いところをまとめた地図「じじじ MAP」を制作し神保地区
全戸配布。また、神保誕生80周年記念オリジナル T シャツも制作し
ました。
　このじじじ MAP と神保誕生80周年記念オリジナル T シャツは、
神保小学校とじんぼ保育園全児童全園児、神保地区内の校区外に通学
通園する児童・園児にプレゼントいたしました。
　記念事業として、神保地区全域の航空写真とじじじ MAP をパネル
にし、神保小学校やじんぼ保育園に贈呈しました。
　神保の誕生日となる 6月20日を前に、6月17日に神保小学校に
於いて、神保小学校児童、神保保育園園児の皆さんに、神保誕生80
周年記念事業実行委員会より各記念品を贈呈いたしました。

つなぐ　神保の良さを伝承

　神保の良さをより多くの人に伝えたいという思いから、神保誕生
80周年記念事業実行委員会では、80周年記念のポスターや事業統一
のロゴマーク、横断幕やのぼり旗を制作しました。また、記念ポスター
や先に紹介した航空写真、じじじ MAP のパネルと神保地区ふるさと
づくり推進協議会が主催しているフォトコンテスト「神保フォトギャ
ラリー」に寄せられた作品をパネルにして、神保地区内外に展示する
企画を行っています。
　これまでに、富山西総合病院、婦中ふれあい館、婦中行政サービス
センターで開催し、今後は富山市役所やファボーレでの展示を予定し
ております。
　また、神保の良さを音楽にして残したいということから、「神保イ
メージソング」を制作中です。作詞作曲は歌手で作曲家の高原兄さん。
この曲に合わせて作る体操は、富山県エアロビック連盟会長片貝仁子
さんにお願いしました。神保小学校やじんぼ保育園の皆さんに歌や体
操を覚えていただき、10月15日に開催する記念式典や音楽花火の
会場で披露していただく予定です。

神保をPR　パネル展示・神保イメージソング制作

富山西病院の展示会場

高原兄さん（写真中央）　　スタジオはい（富山市）にて録音
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若林　輝美
小川　京子 加藤恵美子
石田　強志 熊本　行子
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舟木　　宏 岡崎　秀二
覚川　順政 竹中　裕子
中谷　忠義 松浦香代子
佐々木英治 佐々木正美
藤井　俊治 主任児童委員 金尾八千代
浅野　静子

保健推進員

清水　秀子
古山　香織 島川真由美
飯森　洋子 赤瀬英理子
片岸　智子 大石　徳幸
龍澤はるみ 上野　智美
大澤　久美 村上　　明
北山　和子
杉江真佐美
舟田　幸子

　５月26日（木）神保公民館多目的ホールに於いて令和４年度神保地
区社会福祉協議会総会が開催されました。
　議案として、３年度事業報告、決算報告及び令和４年度事業計画、
事業予算（案）が審議され承認されました。
　和田会長より、コロナ禍が長引くなか、今年度は、各地区でのいき
いきサロン活動を支援、感染予防対策を徹底した上で積極的に「健康
づくり」の企画をサポートして行きたいと協議会の活動方針を伝えら
れました。

社会福祉だよりコーナー
令和４年度 神保地区社会福祉協議会  総会開催

ごぼうと切り干し大根の豆乳スープ（４人分）

（材料） （分量）
ごぼう 80g
切り干し大根（乾） 20g
人参 20g
水 1カップ（200ml）
豆乳（無調整） 2カップ（400ml）

Ｃ 鶏がらスープの素 小さじ 2（8g）
塩 小さじ 1/2（3g）
ラー油 適量

（作り方）
①切り干し大根は、さっともみ洗いし半分に切る。
　ごぼうは包丁の背で皮をこそげ、斜め薄切りにして水にさらす。
　人参はいちょう切りにする。
②鍋に水１カップと①の材料を入れて中火にかけ、煮立ってから３分煮る。
③豆乳を加え、温まったらＣの調味料で味付けをし、器に盛る。好みでラー

油を適量加える。
豆乳を入れた後は、吹き上がると湯葉が出来てしまうので注意しましょう

（１人分の栄養価）エネルギー 94cal、たんぱく質4.1g、脂質3.7g、炭水化物11.8ｇ、食塩
相当量0.9ｇ、カルシウム67mg、鉄1.5mg

神保地区食生活改善推進員から

秋冬におすすめレシピコーナー



　神保誕生80周年記念事業実行委員会では、記念
事業として神保小
学校駐車場を整備
しました。
  新しくアスファ
ルト舗装をし駐車
しやすくなりまし
た。

　今夏、神保公民館に於いて神保地区ふるさとづくり推進協議会主催による「神
保公民館夏のふるさと講座」が開催されました。
　7月18日（月）海の日には、“T シャツアートに挑戦 ” として白い綿 T シャツ
に布絵具を使ってオリジナルデザインを描くという講座を開催。講師は小倉在
住のイラストレーター横江須賀子さん。3歳のお子様から 30代の保護者の方
まで神保地区住民20名の参加がありました。
　大胆に手形を配置したり、下書きなしで大きな円をいくつも描いたダイナ
ミックなデザインもあれば、下書きのイラストを丁寧に描いたデザインも。思
い思いに描いた世界に一つだけの T シャツが完成しました。
　7月24日（日）には、“ 親子ヨガ＆ひんやりスイーツ作り ” 講座を開催。8組
の親子、18名の参加がありました。前半は多目的ホールにて、親子で楽しめ
るヨガ教室。夏の海をイメージしたポーズや音楽にのせてのヨガレッスンに笑
顔が溢れました。講師は健康運動指導士の吉岡佳織先生。後半は、ひんやり
スイーツ作り。2層ゼリーの瓶スイーツや夏に美味しいミニトマトを使ったゼ
リーを作りました。講師は神保地区食生活改善推進員の皆さん。この日のため
に何度も試作されたゼリーは食べるのがもったいないくらいの出来栄えになり
ました。

神保地区ふるさとづくり推進協議会主催
神保公民館夏のふるさと講座開催

　10月15日（土）18：00 ～神保公民館芝生広場にて『婦　10月15日（土）18：00 ～神保公民館芝生広場にて『婦
中ふるさとふれあいフェアー 2022』を開催します。中ふるさとふれあいフェアー 2022』を開催します。

【内容】【内容】
　・ステージイベント　・ステージイベント
　　　◆じんぼ保育園　　　◆じんぼ保育園
　　　◆社会人吹奏楽団 速星☆ Friday's 吹奏楽、　　　◆社会人吹奏楽団 速星☆ Friday's 吹奏楽、
　　　　高原兄ライブ etc、　　　　高原兄ライブ etc、
　・こどもお楽しみコーナー　・こどもお楽しみコーナー
　・神保特産品コーナー　・神保特産品コーナー
　・神保小学校 PTA によるランプシェード展示　・神保小学校 PTA によるランプシェード展示
　・音楽花火打ち上げ　・音楽花火打ち上げ

詳しくは開催ポスター・チラシを
　　　　掲示、配布しますのでご覧ください。

神保小学校駐車場整備完成

婦中ふるさとふれあいフェア2022開催

編集後記
　夕暮れの虫の音に、秋の気配を感じるようになりま
した。稲刈りも始まり、公民館の周りも黄金色に染まっ
ていきます。
　９月10日は中秋の名月、10月８日は十三夜、そし
て 10月15日は神保誕生80周年事業のイベントが計
画されています。
　コロナ感染拡大がおさまり、好天に恵まれます様、
実行委員会と共に祈っています。　　　　編集員一同


